
鹿児島港本港区景観ガイドライン策定経緯等について

【景観ガイドラインのこれまでの経緯】

・ 同エリアについては，｢本港区エリアの利活用に係る検討委員会｣で

検討がなされ，同委員会において，景観を形成する建物を含めた同エ

リア全体のデザインコントロールが必要であるなどの御意見があった。

・ 県としても，良好な景観形成を図るうえで，同エリア一帯の景観デ

ザインについて，基本的な方向性を示す必要があると考え，景観等の

所管行政関係者や，建築・デザインの有識者で構成する「景観・デザ

イン調整会議」を設置し，Ｒ５年12月28日にガイドラインを策定した。

【ガイドライン策定までの検討状況】

・景観デザインへの配慮を検討すべき項目（案）

令和５年７月 第１回調整会議【意見交換】

・ガイドライン（たたき台）

令和５年８月 第２回調整会議【意見交換】

〃 ９月 第５回利活用に係る検討委員会【報告】

・ガイドライン（素案）

令和５年９月 第３回県議会【報告】

〃 10月 第３回調整会議【意見交換】

〃 10月 パブリックコメントの実施（実施期間:10/6～11/6)

〃 11月 第６回利活用に係る検討委員会【報告】

・ガイドライン（案）

令和５年11月 第４回調整会議【意見交換】

〃 12月 第４回県議会【報告】

〃 12月 第７回利活用に係る検討委員会【報告】

【策定後の取組状況】

Ｒ６年３月 本港区エリアコンセプトプランの策定

６月 景観への配慮事項適合チェックリストの公表
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景
観

へ
の

配
慮

事
項

適
合

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
対

象
事

業
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

チ
ェ

ッ
ク

内
容

　
　

（
各

欄
ご

と
に

い
ず

れ
か

一
つ

の
□

が
■

と
な

ら
な

け
れ

ば
「
適

合
」
と

な
り

ま
せ

ん
）

根
拠

資
料

①
・
鹿

児
島

市
景

観
計

画
を

遵
守

し
た

高
さ

と
す

る
。

□
事

業
箇

所
の

市
景

観
計

画
に

お
け

る
建

築
物

等
の

高
さ

の
限

度
（
約

○
○

ｍ
～

○
○

ｍ
）

　
（
計

画
し

て
い

る
建

築
物

の
階

数
：
　

　
　

　
階

、
計

画
し

て
い

る
工

作
物

の
高

さ
：
　

　
　

ｍ
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

添
付

資
料

-
○

②

・
ｳ

ｫ
ｰ

ﾀ
ｰ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾄﾊ

ﾟｰ
ｸ
内

に
お

け
る

小
規

模
建

築
物

等
は

，
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

配
慮

し
，

周
囲

に
圧

迫
感

を
与

え
な

い
程

度
の

高
さ

（
東

屋
や

樹
木

の
高

さ
 ３

～
４

ｍ
程

度
）
と

す
る

。

□
ｳ

ｫ
ｰ

ﾀ
ｰ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾄﾊ

ﾟｰ
ｸ
内

で
は

な
い

た
め

，
当

該
配

慮
事

項
は

対
象

外
□

建
築

物
等

の
対

象
物

：
（
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

，
　

計
画

し
て

い
る

工
作

物
の

高
さ

：
　

　
　

　
ｍ

）
添

付
資

料
-

○

①

「
の

ぞ
み

の
場

１
」

・
眺

望
に

配
慮

す
る

範
囲

・
方

向
の

建
築

物
等

に
つ

い
て

は
，

港
の

活
動

の
眺

め
を

構
成

す
る

既
存

の
港

湾
施

設
と

同
程

度
の

高
さ

と
す

る
。

□
の

ぞ
み

の
場

１
か

ら
の

眺
望

に
配

慮
す

る
範

囲
・
方

向
で

は
な

い
た

め
，

当
該

配
慮

事
項

は
対

象
外

□
既

存
の

港
湾

施
設

の
高

さ
；
　

　
　

　
　

　
ｍ

，
計

画
し

て
い

る
工

作
物

の
高

さ
：
　

　
　

　
　

　
　

ｍ
）

添
付

資
料

-
○

②

「
の

ぞ
み

の
場

２
，

３
」

・
視

線
を

遮
ら

な
い

よ
う

に
壁

面
位

置
を

セ
ッ

ト
バ

ッ
ク

さ
せ

る
と

と
も

に
，

周
辺

に
圧

迫
感

を
与

え
な

い
よ

う
，

建
築

物
等

の
形

態
意

匠
を

工
夫

す
る

。
　

ま
た

，
開

放
的

な
構

造
を

取
り

入
れ

る
な

ど
，

外
部

と
内

部
空

間
の

連
続

性
を

演
出

す
る

。

□
の

ぞ
み

の
場

２
，

３
か

ら
の

景
観

に
配

慮
す

る
範

囲
・
方

向
で

は
な

い
た

め
，

当
該

配
慮

事
項

は
対

象
外

□
壁

面
位

置
の

セ
ッ

ト
バ

ッ
ク

（
セ

ッ
ト

バ
ッ

ク
の

距
離

：
約

○
ｍ

～
○

ｍ
）

□
形

態
意

匠
の

工
夫

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
　

※
（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
外

部
と

内
部

空
間

の
連

続
性

の
演

出
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
演

出
し

て
い

る
。

）
　

　
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

(3
)

オ ー プ ン ス ペ ー ス

回 遊 性 の 確 保

①

・
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

お
い

て
は

，
界

隈
性

・
賑

わ
い

性
を

演
出

す
る

た
め

，
比

較
的

狭
あ

い
で

曲
線

的
な

も
の

を
基

本
と

し
，

立
ち

止
ま

っ
て

錦
江

湾
，

桜
島

へ
の

眺
め

や
活

き
た

港
の

活
動

を
感

じ
ら

れ
る

場
所

（
た

た
ず

み
の

場
□

１
～

５
）
及

び
鹿

児
島

旧
港

施
設

の
歴

史
的

建
造

物
等

を
つ

な
ぐ

回
遊

性
を

確
保

す
る

。

□
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
や

た
た

ず
み

の
場

□
１

～
５

及
び

鹿
児

島
旧

港
施

設
の

歴
史

的
な

建
造

物
等

を
つ

な
ぐ

回
遊

動
線

　
 に

関
連

す
る

範
囲

で
は

な
い

た
め

，
当

該
配

慮
事

項
は

対
象

外
□

回
遊

性
の

確
保

　
（
具

体
的

に
，

○
○

で
確

保
し

て
い

る
。

）
　

※
（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

項
目

景
観

形
成

の
配

慮
事

項
事

業
者

ご
自

身
で

ご
記

入
い

た
だ

く
欄

適 ・
不

適
等

(1
)

高 さ

(2
)

の ぞ み の 場 か ら の 見 通 し

1
 /

 5
 ペ

ー
ジ

8



景
観

へ
の

配
慮

事
項

適
合

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
対

象
事

業
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

チ
ェ

ッ
ク

内
容

　
　

（
各

欄
ご

と
に

い
ず

れ
か

一
つ

の
□

が
■

と
な

ら
な

け
れ

ば
「
適

合
」
と

な
り

ま
せ

ん
）

根
拠

資
料

項
目

景
観

形
成

の
配

慮
事

項
事

業
者

ご
自

身
で

ご
記

入
い

た
だ

く
欄

適 ・
不

適
等

②

・
マ

イ
ア

ミ
通

り
，

朝
日

通
り

，
み

な
と

大
通

り
か

ら
，

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
パ

ー
ク

や
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
を

つ
な

ぐ
回

遊
動

線
（
め

ぐ
り

の
路

）
の

連
続

性
に

配
慮

す
る

。
・
ま

た
，

立
ち

止
ま

っ
て

錦
江

湾
・
桜

島
へ

の
眺

め
と

と
も

に
，

本
港

区
エ

リ
ア

の
ま

ち
な

み
や

海
へ

の
開

放
感

，
港

の
活

動
や

市
街

地
に

お
け

る
活

動
を

感
じ

ら
れ

る
場

所
（
た

た
ず

み
の

場
□

６
～

1
1
）
に

お
い

て
は

，
ウ

ォ
ー

カ
ブ

ル
な

空
間

や
居

心
地

の
良

い
滞

留
空

間
を

創
出

す
る

と
と

も
に

，
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

。
・
な

お
，

マ
イ

ア
ミ

通
り

か
ら

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
パ

ー
ク

に
至

る
ド

ル
フ

ィ
ン

ポ
ー

ト
跡

地
内

の
回

遊
動

線
は

，
著

し
く
回

遊
性

を
損

な
う

こ
と

の
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。

□
回

遊
動

線
の

連
続

性
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
連

続
性

に
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
た

た
ず

み
の

場
□

６
～

１
１

に
お

い
て

，
ウ

ォ
ー

カ
ブ

ル
な

空
間

，
居

心
地

の
良

い
滞

留
空

間
を

創
出

し
，

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
マ

イ
ア

ミ
通

り
か

ら
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

パ
ー

ク
に

至
る

Ｄ
Ｐ

跡
地

内
の

回
遊

性
の

確
保

　
（
具

体
的

に
，

○
○

で
回

遊
性

を
確

保
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

③

・
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

パ
ー

ク
及

び
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
の

回
遊

性
を

確
保

す
る

た
め

，
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

パ
ー

ク
内

に
計

画
す

る
建

築
物

等
は

配
置

・
形

状
や

空
地

の
確

保
に

配
慮

す
る

。
・
ま

た
，

単
調

な
回

遊
動

線
と

な
ら

な
い

よ
う

に
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

の
工

夫
を

行
う

。

□
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

パ
ー

ク
及

び
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

面
し

て
お

ら
ず

，
当

該
配

慮
事

項
は

対
象

外
□

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
パ

ー
ク

内
の

建
築

物
等

に
お

け
る

配
置

・
形

状
や

空
地

の
確

保
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
回

遊
動

線
上

の
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

の
工

夫
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

の
工

夫
を

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(4
)

水 際 空 間

① ②

・
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
と

し
て

，
「
鹿

児
島

港
発

祥
の

地
」
の

歴
史

を
伝

え
る

赤
灯

台
，

歴
史

的
石

積
み

護
岸

，
白

灯
台

の
保

全
・
活

用
を

図
る

。
・
居

心
地

が
良

く
快

適
な

水
際

空
間

を
つ

く
る

た
め

，
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

面
す

る
敷

地
の

建
築

物
等

は
，

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
を

介
し

建
築

物
内

外
が

一
体

と
な

っ
た

開
放

的
な

空
間

を
確

保
す

る
。

□
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

面
し

て
お

ら
ず

，
歴

史
的

建
造

物
の

周
辺

で
も

な
い

た
め

，
当

該
配

慮
事

項
は

対
象

外
。

□
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
と

し
て

，
歴

史
的

建
造

物
の

保
全

・
活

用
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
活

用
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
水

際
線

の
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
に

面
す

る
敷

地
等

へ
の

開
放

的
な

空
間

を
確

保
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
開

放
的

な
空

間
を

確
保

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

(5
)

ま ち な み 形 成

①

・
地

区
全

体
と

し
て

，
調

和
の

と
れ

た
沿

道
景

観
を

形
成

す
る

た
め

に
，

沿
道

建
築

物
の

壁
面

後
退

や
，

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

・
セ

ミ
パ

ブ
リ

ッ
ク

空
間

の
充

実
な

ど
に

よ
り

，
賑

わ
い

を
創

出
す

る
。

□
壁

面
後

退
や

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

・
セ

ミ
パ

ブ
リ

ッ
ク

空
間

の
充

実
　

（
具

体
的

に
，

○
○

で
賑

わ
い

を
創

出
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(3
)

オ ー プ ン ス ペ ー ス 回 遊 性 の 確 保

2
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景
観

へ
の

配
慮

事
項

適
合

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
対

象
事

業
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

チ
ェ

ッ
ク

内
容

　
　

（
各

欄
ご

と
に

い
ず

れ
か

一
つ

の
□

が
■

と
な

ら
な

け
れ

ば
「
適

合
」
と

な
り

ま
せ

ん
）

根
拠

資
料

項
目

景
観

形
成

の
配

慮
事

項
事

業
者

ご
自

身
で

ご
記

入
い

た
だ

く
欄

適 ・
不

適
等

②

・
マ

イ
ア

ミ
通

り
か

ら
の

回
遊

動
線

で
は

，
活

気
あ

る
ま

ち
な

み
を

つ
く
る

た
め

に
，

本
港

区
エ

リ
ア

入
口

と
，

歩
行

空
間

の
連

続
性

を
意

識
し

，
エ

リ
ア

内
の

建
築

物
の

低
層

部
の

機
能

や
形

態
，

外
構

の
工

夫
を

行
う

と
と

も
に

，
橋

・
デ

ッ
キ

等
の

活
用

に
よ

り
動

線
上

の
眺

望
に

変
化

を
与

え
る

。

□
マ

イ
ア

ミ
通

り
か

ら
の

回
遊

動
線

周
辺

で
は

な
い

た
め

，
当

該
配

慮
事

項
は

対
象

外
□

マ
イ

ア
ミ

通
り

か
ら

の
回

遊
動

線
で

は
，

エ
リ

ア
内

の
建

築
物

の
低

層
部

の
機

能
や

形
態

，
外

構
の

工
夫

，
動

線
上

の
眺

望
の

変
化

　
（
具

体
的

に
，

○
○

で
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

③
・
建

築
物

の
壁

面
や

屋
上

の
緑

化
に

努
め

，
敷

地
内

に
緑

地
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

る
。

□
建

築
物

の
壁

面
や

屋
上

緑
化

，
敷

地
内

に
緑

地
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
緑

化
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(6
)

建 築 物 等 の フ ァ サ ー ド

① ②

・
建

築
物

等
の

フ
ァ

サ
ー

ド
に

つ
い

て
は

，
単

調
な

デ
ザ

イ
ン

と
な

ら
な

い
よ

う
分

節
化

な
ど

に
よ

り
メ

リ
ハ

リ
の

あ
る

壁
面

と
し

,さ
ら

に
低

層
部

の
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
化

に
よ

り
圧

迫
感

の
軽

減
に

努
め

る
な

ど
，

回
遊

動
線

（
め

ぐ
り

の
路

）
か

ら
の

ま
ち

な
み

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
ま

た
，

動
線

に
つ

い
て

は
単

調
と

な
ら

な
い

様
，

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
の

工
夫

を
行

う
。

・
公

衆
ト

イ
レ

等
は

，
周

囲
の

景
観

と
調

和
の

と
れ

た
も

の
と

す
る

。

□
回

遊
動

線
か

ら
の

ま
ち

な
み

景
観

へ
の

配
慮

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
動

線
に

つ
い

て
，

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
の

工
夫

　
　

（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
公

衆
ト

イ
レ

等
の

周
辺

景
観

と
の

調
和

　
　

（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(7
)

・
色

彩
は

，
統

一
性

や
周

辺
と

の
調

和
に

配
慮

し
つ

つ
，

個
性

を
演

出
で

き
る

よ
う

工
夫

す
る

。
□

色
彩

に
お

け
る

工
夫

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

(8
)

屋 外 広 告 物

① ②

・
本

港
区

エ
リ

ア
内

に
は

屋
外

広
告

・
貼

紙
等

を
，

原
則

と
し

て
設

置
し

な
い

も
の

と
す

る
。

・
店

舗
名

な
ど

の
自

家
用

広
告

物
に

つ
い

て
は

，
景

観
形

成
に

留
意

し
，

色
彩

を
抑

え
落

ち
着

い
た

色
使

い
と

す
る

な
ど

，
質

の
高

い
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

。

□
屋

外
広

告
・
貼

り
紙

等
は

設
置

し
な

い
。

□
自

家
用

広
告

物
に

お
け

る
質

の
高

い
デ

ザ
イ

ン
　

（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

た
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

色 彩

(5
)

ま ち な み 形 成
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景
観

へ
の

配
慮

事
項

適
合

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
対

象
事

業
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

チ
ェ

ッ
ク

内
容

　
　

（
各

欄
ご

と
に

い
ず

れ
か

一
つ

の
□

が
■

と
な

ら
な

け
れ

ば
「
適

合
」
と

な
り

ま
せ

ん
）

根
拠

資
料

項
目

景
観

形
成

の
配

慮
事

項
事

業
者

ご
自

身
で

ご
記

入
い

た
だ

く
欄

適 ・
不

適
等

(9
)

・
城

山
の

斜
面

緑
地

や
，

市
街

地
側

の
建

築
物

な
ど

か
ら

の
見

下
ろ

し
景

観
，

海
上

か
ら

の
眺

望
を

意
識

し
て

屋
根

や
屋

上
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

と
と

も
に

屋
上

の
緑

化
に

努
め

る
。

・
ま

た
，

屋
上

な
ど

に
設

置
さ

れ
る

太
陽

光
パ

ネ
ル

は
反

射
光

に
留

意
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

□
屋

根
や

屋
上

の
デ

ザ
イ

ン
，

及
び

屋
上

の
緑

化
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

た
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

反
射

光
へ

の
留

意
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
留

意
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(1
0
)

・
駐

車
場

・
駐

輪
施

設
の

設
置

に
あ

た
っ

て
は

，
樹

木
や

花
壇

な
ど

に
よ

る
バ

ッ
フ

ァ
ゾ

ー
ン

の
設

置
等

，
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

，
歩

い
て

楽
し

め
る

様
な

空
間

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

□
駐

車
場

や
駐

輪
施

設
は

設
置

し
な

い
た

め
，

当
該

配
慮

事
項

は
対

象
外

□
バ

ッ
フ

ァ
ゾ

ー
ン

の
設

置
等

，
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

の
工

夫
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

(1
1
)

夜 間 景 観

① ②

・
本

港
区

エ
リ

ア
内

の
夜

間
景

観
を

演
出

す
る

た
め

，
照

明
の

工
夫

に
努

め
る

と
と

も
に

夜
間

の
賑

わ
い

の
演

出
に

配
慮

す
る

。
・
鹿

児
島

旧
港

施
設

の
歴

史
的

建
造

物
等

を
活

用
し

，
落

ち
着

き
の

あ
る

魅
力

的
な

夜
間

景
観

と
な

る
よ

う
演

出
を

工
夫

す
る

。
ま

た
，

自
家

用
広

告
物

で
あ

っ
て

も
，

派
手

な
ネ

オ
ン

サ
イ

ン
は

設
置

し
な

い
も

の
と

す
る

。

□
エ

リ
ア

内
の

夜
間

景
観

を
演

出
す

る
た

め
，

照
明

を
工

夫
し

，
夜

間
の

賑
わ

い
を

配
慮

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
歴

史
的

建
造

物
等

を
活

用
し

，
落

ち
着

き
の

あ
る

魅
力

的
な

夜
間

景
観

の
演

出
　

（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
自

家
用

広
告

物
の

ネ
オ

ン
サ

イ
ン

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

屋 根 ・ 屋 上

駐 車 場

駐 輪 施 設
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景
観

へ
の

配
慮

事
項

適
合

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
対

象
事

業
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

チ
ェ

ッ
ク

内
容

　
　

（
各

欄
ご

と
に

い
ず

れ
か

一
つ

の
□

が
■

と
な

ら
な

け
れ

ば
「
適

合
」
と

な
り

ま
せ

ん
）

根
拠

資
料

項
目

景
観

形
成

の
配

慮
事

項
事

業
者

ご
自

身
で

ご
記

入
い

た
だ

く
欄

適 ・
不

適
等

(1
2
)

道 路 及 び 緑 地 ・ 緑 化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

・
歩

行
者

や
利

用
者

の
安

全
性

と
快

適
性

を
高

め
つ

つ
，

そ
の

周
辺

の
ま

ち
な

み
の

特
性

に
配

慮
し

た
良

好
な

景
観

の
形

成
を

図
る

。
・
歩

行
空

間
に

は
，

周
辺

の
景

観
や

歩
き

や
す

さ
に

配
慮

し
た

素
材

を
使

用
す

る
。

・
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
・
交

通
標

識
（
法

令
に

基
づ

く
も

の
は

除
く
）
・
信

号
・
街

路
灯

は
，

歴
史

・
文

化
性

を
採

り
入

れ
，

周
囲

の
景

観
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

，
個

性
あ

る
景

観
づ

く
り

に
寄

与
す

る
様

な
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

よ
う

努
め

る
。

・
標

識
類

は
，

形
状

や
色

彩
が

周
囲

の
景

観
を

損
な

わ
な

い
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

・
緑

地
・
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

等
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
，

快
適

性
と

開
放

感
を

確
保

す
る

。
街

路
樹

は
緑

陰
を

形
成

し
，

か
つ

地
域

特
性

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

考
慮

し
て

，
火

山
灰

に
強

く
，

耐
潮

性
の

あ
る

樹
種

を
基

本
と

す
る

。

□
周

辺
の

ま
ち

な
み

の
特

性
に

配
慮

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
歩

行
空

間
の

景
観

や
歩

き
や

す
さ

に
配

慮
し

た
素

材
　

（
具

体
的

に
，

○
○

の
素

材
を

使
用

し
て

，
景

観
に

配
慮

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
・
街

路
灯

等
の

デ
ザ

イ
ン

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
，

景
観

に
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
標

識
類

の
形

状
や

色
彩

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
工

夫
し

て
，

景
観

に
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

し
，

快
適

性
と

開
放

感
を

確
保

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
設

置
し

て
，

開
放

感
を

確
保

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
街

路
樹

は
火

山
灰

に
強

く
，

耐
潮

性
の

あ
る

樹
種

を
基

本
　

（
具

体
的

に
，

○
○

の
樹

種
を

使
用

し
て

，
地

域
特

性
に

配
慮

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

添
付

資
料

-
○

(1
3
)

・
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
は

ま
ち

の
賑

わ
い

を
創

出
す

る
た

め
に

，
イ

ベ
ン

ト
を

行
う

空
間

と
し

て
積

極
的

な
活

用
を

行
う

。

□
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

イ
ベ

ン
ト

空
間

と
し

て
の

活
用

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
設

け
て

配
慮

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

(1
4
)

そ の 他

① ② ③

・
多

様
な

利
用

者
が

利
用

し
や

す
い

よ
う

に
，

ス
ロ

ー
プ

の
設

置
や

立
体

動
線

の
明

確
化

，
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

設
置

や
音

に
よ

る
案

内
，

自
動

ド
ア

の
設

置
や

案
内

板
の

多
言

語
化

，
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
化

を
行

う
な

ど
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

す
る

。
・
各

所
で

，
子

ど
も

を
は

じ
め

，
多

世
代

が
楽

し
め

る
様

な
場

の
創

出
に

努
め

る
。

・
本

港
区

エ
リ

ア
内

の
設

置
物

（
自

動
販

売
機

な
ど

）
に

つ
い

て
は

，
ま

ち
な

み
の

美
観

を
損

ね
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。

□
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
へ

の
配

慮
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
行

い
，

配
慮

し
て

い
る

。
）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
多

世
代

が
楽

し
め

る
様

な
場

の
創

出
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
設

け
て

努
め

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
設

置
物

に
つ

い
て

，
ま

ち
な

み
の

美
観

を
損

ね
な

い
配

慮
　

　
（
具

体
的

に
，

○
○

を
配

慮
し

て
い

る
。

）
※

（
　

）
内

に
具

体
例

を
記

入
す

る
こ

と
。

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

添
付

資
料

-
○

イ ベ ン ト 時

の 緩 和

5
 /

 5
 ペ

ー
ジ
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